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を終えて～ 

滑中の歴史に新たな１ページが！ 
令和５年度の体育祭は絶好のコンディションの中、開催されました。 

開会式や閉会式でもお話ししましたが、滑中生の体育祭に対する取組は、練習でも準

備でも、もちろん本番でも『一生懸命！』という言葉がピッタリでした。閉会式前の全

力校歌の大合唱♪校歌の歌詞の通り、やる気に満ちた滑中生が同じ目標に向かって励む

姿は、観ている人にも希望を湧かせます。 

生徒のみなさんは、体育祭を成功させるために頑張ってきたわけですが、その中で身

に付いた力は、体育祭が終わったこれからの学校生活で大いに活かしてこそ意味がある

のです。競技で勝つために、作戦やリレーのオーダーを考えたり、上手くいかなかった

時に仲間と励まし合ったりしたことで、課題を解決するための思考力や判断力や諦めず

に最後までやり抜く力、思いやりの心などが身に付いているのです。普段の学習と学校

行事は別物だと思わず、身に付けた力を活用して自分自身を、そして滑川中学校をさら

に成長させていきましょう。 

今年度は、４年ぶりにご来賓の皆様にも体育祭をご覧いただくことがで

きました。また、平日開催にもかかわらず、多くの保護者の皆様がご観覧

くださり熱い声援をいただきました。誠にありがとうございました。 

滑中生の頑張りに引き続き応援をよろしくお願いいたします。 

 

☆総合優勝 赤団（１年５組・２年５組・３年２組） 
☆ 準優勝 黄団（１年３組・２年２組・３年１組） 
☆団 結 賞 赤団 
☆新記録賞 男子 4×100m リレー ２年２組 
 
 

みんなが平等に持っているもの。それは、１日が 24 時間だということ。 

しかし、与えられた 24 時間をどう過ごすかは、一人一人違います。過ごし

方しだいで、25 時間分にも 26 時間分にもなりますが、逆もあります。『今』

という時は、二度と戻ることはありません。 

一つの行事が終わった『今』、自分は何をするのか、そして何を目的にする 

のか、６月１０日、時の記念日を機に時間の使い方を考えてみては…。 




